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平成 30 年度 全国学力・学習状況調査の結果(概要) 

今年度４月に実施された全国学力・学習状況調査結果が届き 

ましたので，本校の傾向について概要をお知らせいたします。 

＜国語 A＞ 平均正答率は，全道・全国平均を大きく上回りました。特に，書く力が高い結果でし 

た。今後，さらに力を高めるために，漢字を文の中で正しく使う指導を継続します。 

＜国語 B＞ 平均正答率は，全道・全国平均を上回りました。今後，さらに力を高めるために，文 

章を読むことに親しむ読書活動を家庭と連携して取り組むことが必要です。 

＜算数 A＞ 平均正答率は，全道・全国平均を上回りました。今後，さらに力を高めるために，公 

式の復習を徹底し，繰り返し学習を継続していきます。 

＜算数 B＞ 平均正答率は，全道・全国平均を上回りました。今後，さらに力を高めるために，算 

数の学習と日常生活とを関連付けた指導を工夫し，子ども達の学ぶ意欲を向上させま 

す。 

＜理 科＞ 平均正答率は，全道・全国平均を大きく上回りました。特に，生命に関する力が確実 

に身に付いていました。 

＜学習状況＞  

よい傾向 課 題 

〇基本的生活習慣が身に付いている。（「朝食を毎 

日食べる。」「毎日寝起きする時刻が同じくらい 

である。」と答えた割合が全道・全国よりも高 

い。） 

〇「先生は，あなたのよいところを認めてくれて 

いる。」と答えた児童の割合が全道･全国よりも 

高い。 

〇人の役に立つ人間になりたいと思っている児 

童が多い。 

〇算数の授業で問題の解き方や考え方がわかる 

ようにノートに書いている児童が多い。 

〇ほぼ全員が，家で学校の宿題をする。 

△自己肯定感が低い傾向にある。（「自分には，

よいところがあると思う。」と答えた児童の

割合が全道･全国よりも低い。） 

△学校の授業時間以外に，普段，全く読書し 

ない児童の割合が全道･全国よりも多い。 

△地域の行事に参加したりボランティア活動 

に参加したりする児童の割合が全道･全国 

よりも少ない。 

△算数の授業で学習したことを普段の生活の 

中で活用できないか考えている児童の割合 

が全道･全国よりも少ない。 

なお，詳しい分析や学校としての改善策については，後日 HP で改めてお知らせいたします。 

～学校と家庭と地域を結ぶ通信～ 

A 問題は基礎的な「知

識」を問う内容，B 問題は

学んだ知識を「活用」する

力を問う内容です。 



 

 

 

 練習の様子を見ていると，どの学年も意欲的で，生き生きと取り組んでいるように感じます。

学芸会のように大きな行事をとおして，子ども達は一回りも二回りも成長するのです。今，子

ども達はとても輝いています。19 日の本番では，多くの観客の前で精一杯表現する子ども達

の姿をご覧いただけるかと思います。どうぞお楽しみに！ 

 １学期から各学級で続けてきた校内研究授業。その都

度、成果や課題を確認しながら進めてきました。先日行

われた１年２組の校内研究授業でも，成果や課題となっ

ていた部分を，１年生の児童に合わせて上手に授業に取

り入れていました。これが，先生達全員で取り組む校内

研究のよさなのです。 

手作り太鼓を音楽に合わせて元気いっ

ぱいたたきます。 

先生がいなくても声をかけかって練習する姿に感動！ 

難しい器楽合奏も友達と教え合いながらどんどん

上達しています。 

 最後の学芸会。みんなの思いはひとつ。最高の

舞台にすることです。 

自分の考えの伝え方が上手でした。(ペア学習) 


